
 

 

鳥取県立鳥取砂丘こどもの国委託業務仕様書 

 

この仕様書は、鳥取県立鳥取砂丘こどもの国（以下「こどもの国」という。）の管理業務、施設

及び設備の保守・管理業務、イベント業務等を実施するための仕様を示すものである。指定管理者

は、業務の遂行に当たり公の施設としての性格を十分認識し、その管理に当たっては、日常又は定

期に必要な保守・点検業務を行い、快適な施設環境を作るとともに、各種機器類の性能を常に最良

の状態に維持し、故障の予防、設備の恒久化に努め、各種事業を誠実に遂行するものとする。 

 

 

第１ 共通事項 

１ 公の施設であることを念頭において、公平な利用を確保しながら管理運営を行うこととし、

特定の団体等に有利又は不利になる運営をしないこと。 

 ２ 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第４０条に基づく児童厚生施設であること及び鳥

取県立鳥取砂丘こどもの国設置及び管理に関する条例（平成１０年鳥取県条例第１９号。以下

「こどもの国条例」という。）第２条の規定により「自然とのふれあいや遊びを通じて子ども

たちが憩い楽しめる場を提供し、もって児童の健全な育成に資する」ことを目的としているこ

とを念頭に、児童の健全育成を主たる目的として運営を行うこと。 

 ３ 事業計画書等に基づき、利用者が快適に施設を利用できるよう適正な運営を行うとともに、

経費の節減に努めること。 

 ４ 利用者の意見を管理運営に反映させ、利用者の満足度を高めていくこと。 

 ５ 省エネルギーに努めるとともに、廃棄物の発生を抑制し、環境に配慮した運営を行うこと。 

 ６ 鳥取県（以下「県」という。）と密接に連携を図りながら、管理運営を行うこと。 

 ７ 関係する各種法令、県の条例及び規則等を遵守すること。 

 

 

第２ 管理業務に関する事項 

 １ 管理業務 

（１）利用の許可 

管理施設の利用の許可について、こどもの国条例第７条第２項の規定に基づき、次のいず

れかに該当する場合を除き利用の許可を行うこと。 

また、管理上必要があると認めるときは利用許可に条件を付すること。 

ア 公の秩序を乱し、又は善良の風俗を害するおそれがあると認められるとき。 

イ 管理施設の施設設備を毀損し、若しくは汚損し、又はそれらのおそれがあると認められ

るとき。 

ウ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２

号に掲げる暴力団その他集団的に又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれがある組織

の利益になると認められるとき。 

エ アからウまでのほか、管理施設の管理上支障があるものとして、こどもの国条例第７条

第２項第４号に規定する規則で定める場合に該当するとき。 

（２）利用の制限 

こどもの国条例第８条第２項の規定に基づき、次の行為をした者又はそのおそれのある者

に対して、管理施設への入園を拒み、又は管理施設からの退去を命ずることができること。 

なお、オの規則は現在制定していないが、今後制定した場合には対応できること。 

ア 管理施設の施設設備を毀損し、若しくは汚損し、又はそのおそれのある行為をする者 

イ 所定の場所以外の場所において喫煙し、飲食をし、又は火を使用する者 

ウ みだりに空き缶、空き瓶その他のごみを捨てる者 



 

 

エ 他人に迷惑を及ぼし、又はそのおそれのある行為をする者 

オ アからエのほかこどもの国条例第８条第１項第５号に規定する規則で定める行為をす 

る者 

（３）利用の許可の取消し 

管理施設の利用許可について、こどもの国条例第１０条の規定に基づき、以下のいずれか

に該当すると認めるときは、利用の許可を取り消すことができること。なお、アの規則は、

現在制定されていないが、今後制定した場合は対応できること。 

ア こどもの国条例若しくはこどもの国条例第１０条第１号に規定する規則又はこれらの規

定に基づく処分に違反したとき。 

イ こどもの国条例第９条の命令に従わないとき。 

ウ 利用許可を受けた利用目的以外の目的に利用し、又はそのおそれのあるとき。 

エ 利用許可の条件に違反したとき。 

オ 詐欺その他不正の行為により利用許可を受けたとき。 

カ アからオまでのほか、管理施設の管理上支障がある行為をし、又はそのおそれのあると

き。 

 （４）配置人員等 

   ア 委託業務を実施するために必要な業務執行体制を確保するとともに、労働基準法（昭和

２２年法律第４９号）を遵守し、管理運営を効率的に行うための業務形態にあった適正な

人数の職員を配置すること。 

   イ 管理責任者として園長相当職を１名配置すること。 

   ウ 木工工房及び砂の工房には、それぞれの工房に係る専門的知識を有し、かつ利用者の技 

    術指導を行える職員を各１名以上配置すること。 

   エ 児童福祉施設の設備及び運営に関する基準（昭和２３年厚生省令第６３号）第３８条に

定める職員（児童の遊びを指導する者）を配置すること。 

オ 消防法（昭和２３年法律第１８６号）第８条で規定する防火管理者を定めること。 

カ 指定管理者は、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を使用するための講習会を受講した職員

を常時１名以上配置すること。 

   キ 職員の体制は、施設の管理運営に支障がないように配慮するとともに、利用者の要望に

応えられるものとすること。 

ク その他施設の管理に当たって、資格、免許等が必要な場合は、その資格を有するものを

配置すること。 

 （５）施設の受付・案内等 

   ア 指定管理者は、利用者への応接、電話での問合せ等について、適切な対応を行うこと。 

   イ 施設の利用等について、利用者、住民等から苦情があった場合は、適切な対応をすると 

    ともに、改善の措置を講じることとし、それらの内容を県へ速やかに報告すること。 

 （６）緊急時の対応 

   ア 指定管理者は、災害等緊急時の利用者の避難、誘導、安全確保、必要な通報等について

の対応計画を作成し、緊急事態の発生時には的確に対応すること。 

   イ 利用者、来園者の急な病気、けが等に対応できるよう、近隣の医療機関等と連携し、的

確に対応すること。 

 （７）業務の執行及び財産の状況の監査 

指定管理者の業務の執行及び財産の状況の監査を職務とする理事以外の役員の職にある２

人以上の者（役員に準ずる職にある者を含む。）に、次に掲げる職務を行わせるものとする

こと。 

ア 指定管理者が行う公の施設の管理に係る当該指定管理者の財産及び業務の執行に係る状

況を監査すること。 

 イ 指定管理者が行う公の施設の管理に係る当該指定管理者の財産の状況又は業務の執行に



 

 

ついて、法令、定款若しくは寄附行為（これらに相当するものを含む。）に違反し、指定

管理者は著しく不当な事項があると認めるときは、指定管理者の財務及び営業又は事業の

方針を決定する機関（以下「総会等」という。）及び知事へ報告すること。 

ウ イの報告をするために必要があると認めるときは、指定管理者の総会等の招集を請求し、

又はこれを招集すること。 

（８）キャッシュレス決済への対応について 

施設利用者の利便性を確保するため、入館料、利用料金、物販・飲食等の支払方法の一つ

としてキャッシュレス決済に対応すること。 

（９）ネーミングライツの取扱い 
鳥取県総務部デジタル・行財政改革局行財政改革推進課では県有施設の知名度向上や運営

財源の確保等を目的として、施設の愛称を命名する権利（ネーミングライツ）を取得する法
人を募集することとしており、こどもの国において新たなネーミングライツが導入されたと
きは、県、施設命名権者及び指定管理者の３者で締結するネーミングライツ契約書に基づく
業務の実施に協力すること。 

 

 ２ 収支状況の管理 

  （１）試算表の作成 

    毎月の収入支出の状況を明らかにする試算表を毎月作成すること。 

 （２）収支帳簿の作成及び証
ひょう

憑 書類の整理・保存 

収入支出に係る帳簿を作成するとともに、証
ひょう

憑 書類を整理し、これらを指定期間終了後５

年間保存すること。 

 

 ３ 指定期間終了後の引継業務 

   指定管理者は、指定期間終了後又は指定の取消し等により、業務を引き継ぐ際は、円滑かつ

支障なくこどもの国の業務を遂行できるよう次期指定管理者へ引継ぎを行うとともに、必要な

データ等を遅滞なく次期指定管理者へ提供するものとする。 

 

４ 広告事業の取扱い 

（１）指定管理者は、自主事業として実施する広告事業に当たっては、鳥取県広告事業実施要綱

（平成１９年２月１６日付第２００６００１７１６１０号鳥取県総務部長通知）に基づき、

適切に行うこと。 

（２）指定管理者は、広告事業を実施する場合は、鳥取県広告事業実施要綱第２０条に基づき、

あらかじめその内容（事業者、内容、期間及び料金等。以下同じ。）を明らかにするととも

に、広告事業の収入を収支計画に反映させること。 

（３）指定管理者は、広告事業を実施した場合は、鳥取県広告事業実施要綱第２１条に基づき、

その内容を県に報告すること。 

 

第３ 施設及び設備の保守・管理業務に関する事項 

  指定管理者が行う特記すべき最低限の保守・管理業務は、次のとおりする。その他、次の事項

に留意して施設及び設備の保守・管理業務を行い、必要な措置を講ずること。 

  ・利用者が快適に利用できる環境を維持し、並びに施設及び設備の利用促進を図ること。 

  ・施設及び設備の機能及び環境を維持すること。 

  ・関係法令を遵守すること。 

 

 １ 清掃 

   資料１１「清掃業務仕様書」により清掃を行うこと。 

なお、清掃業務の実施回数等については、様式２－２で提案を行った提案内容に従って実施



 

 

すること。 

       

 ２ 消防 

防火管理者又は消防設備士による機器点検（外観・機能点検）、総合点検を実施すること。 

また、消防法（昭和２３年法律第１８６号）第１７条の３の３の規定に基づき、点検結果報告

書を消防署へ提出すること。 

なお、点検対象設備及び数量は資料１２「消防点検設備一覧表」のとおりである。 

 

 ３ 電気設備 

電気事業法（昭和３９年法律第１７０号）に基づく保安規程に従い、電気主任技術者による

自家用電気工作物の月次点検及び年次点検を行うこと。 

受電設備 容量８００kVA（電圧６，６００V) 

 

 ４ 警備 

 （１）火災に対する適切な対応を図ること。 

   ア 火災を発見した時の通報及び消火活動その他の処置 

   イ 消防署及び鳥取県子育て・人財局子育て王国課（以下「子育て王国課」という。）又は

指定する緊急連絡者への通報及び連絡 

 （２）防犯に対する適切な対応を図ること。 

   ア 侵入者等の潜伏・徘徊を発見した時の処置 

   イ 警察署及び子育て王国課又は指定する緊急連絡者への通報及び連絡 

 （３）休園日及び閉園時間においても（１）（２）と同様に適切な対応を図ること。 

 

 ５ 保険 

施設入場者傷害保険及び施設賠償責任保険に加入すること。また、賠償額の最低基準は次の

とおりとすること。 

  （１）施設入場者傷害保険 

     対人賠償額 

     ａ 死亡、後遺障害 １，０００，０００円（１名につき） 

     ｂ 入院保険金日額     １，５００円（１名につき） 

     ｃ 通院保険日額      １，０００円（１名につき） 

  （２）施設賠償責任保険 

    ア 対人賠償額 

     ａ １ 名   １００，０００，０００円 

     ｂ １事故 １，０００，０００，０００円 

    イ 対物賠償額 

       １事故 ５０，０００，０００円 

 

 ６ 植栽管理業務 

 次のとおり植栽管理を行うこと。 

  （１）園内造園保守 

    ア 芝生 （面積：３８，３９５㎡） 

      刈り込み（２回） 薬剤除草（２回） 施肥（３回） 病虫害防除（２回） 

    イ 中低木剪
せん

定 １回 

 ウ 樹木施肥  １回 

    エ 草地薬剤除草 １回 



 

 

オ その他園内の除草 随時 

    カ 森林管理（こどもの国北側臨時駐車場周辺保安林含む） 随時  

（２）松くい虫防除薬剤樹幹注入  

松の健全木の樹幹に孔を開け、薬剤を注入し、マツノザイセンチュウの進入増殖を防止

すること。この場合において、薬剤は防除効果が２年以上持続するものを使用することと

し、年度中に防除効果が失われる松に対して薬剤注入を行うこと。なお、こどもの国北側

臨時駐車場周辺保安林の松くい虫防除薬剤樹幹注入については、県が実施する。 

 

 ７ 既存施設及び設備の保守・点検 

   施設及び設備の機能と環境を良好に維持し、利用者へのサービス及び安全性の確保を図ると 

 ともに、適用を受ける関係法令を遵守して維持管理を行うこと。 

  （１）空調設備・自動制御設備 

     年１～２回の定期点検を行うこと。点検対象設備及び点検回数は資料１３「空調設備・ 

    自動制御設備点検仕様書」による。 

  （２）遊具 

    ア 専門業者による点検 

      次に記載のものについては専門業者による点検を行うこと。 

      ａ 屋外大型遊具 （年３回以上） 

      ｂ 空中回廊 （年３回以上） 

      ｃ ウォータースライダー （年１回以上。電気・ポンプ保守は年１回以上） 

      ｄ サイクルモノレール・レールトレイン （年３回以上） 

      ｅ コンビネーション遊具（年３回以上） 

      ｆ 大型複合遊具（年３回以上） 

ｇ キャラクター遊具（年１回以上） 

ｈ インクルーシブ遊具（年１回以上） 

ｉ 噴水広場（年１回以上） 

ｊ 空気膜構造遊具（年１回以上） 

    イ その他遊具の点検 

      アに定めるものを含む園内全ての遊具において、職員による点検を１日３回以上行い、 

     機能の維持及び利用者の安全確保を図ること。 

    ウ 通常設置すべき遊具 

      原則、設置されている遊具は全て使用可能な状態を維持すること。ただし、故障など 

     遊具の使用に危険が生じる場合には速やかに使用禁止とし、修繕等の必要な措置を速や 

かに講じること。また、撤去を行う場合は、県にあらかじめ協議すること。 

  （３）建物環境衛生管理 

    ア 受水槽の清掃 

水道法（昭和３２年法律１７７号）及び建築物における衛生的環境の確保に関する法

律（昭和４５年法律第２０号）に基づき、建築物の環境衛生維持の状況を確認するとと

もに、安全かつ衛生的な給水を行うため、受水槽の清掃を行うこと。 

    イ 簡易専用水道定期検査 

      設置されている受水槽について、水道法第３４条の２第２項に基づく定期検査を１年 

     間に１回受けること。 

      ・受水槽有効容量：９４．９㎥ 

    ウ プール水質検査 

      年１回、水質検査を受検すること。 

また、利用者が安全快適かつ衛生的に利用できるよう、適切な管理を行うこと。 

    エ 地下タンク検査及び埋設設備漏洩検査 



 

 

      消防法第１４条の３の２に基づく検査を受けること。 

      ・タンク容量 １．５キロリットル（灯油） 

      ・点検実施設備 

       タンク・吸引管・通気管・戻り管・検知層 

オ ウォータースライダー昇降機定期点検 

年１回、建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）第１２条第４項の規定により、定

期点検を行うこと。 

カ サイクルモノレール定期点検 

年１回、建築基準法第１２条第４項の規定により、定期点検を行うこと。 

また、探傷試験の実施方法及び回数については関係法令に基づき適正に行うこと。 

  （４）その他設備 

        ア 電話機保守点検 

      １月に１回以上、専門業者による保守点検を行い、正常に動くよう保守業務を行うこ

と。 

      ・対象設備 

        ＣＸデジタル電子交換機 一式（ＨＩＴＡＣＨＩ社製） 

        デジタル多機能電話機 ８台（ＨＩＴＡＣＨＩ社製） 

        ＰＨＳ携帯電話機 ４台（ＮＴＴ ＤОＣОМО) 

        一般電話機 １３台（ＮＴＴ) 

    イ 自動ドア保守点検 

      年２回以上、専門業者による保守点検を行い、正常に動くよう保守業務を行うこと。 

      ・対象設備 

        両引きエンジンＤＣ－５ＳＳＩセンサー式 ２台 

        片引きエンジンＤＣ－５ＰＳＩセンサー式 ６台 

    ウ 多目的ホール電動ステージ保守点検 

      年１回以上、専門業者による点検整備を行い、正常に動くよう保守業務を行うこと。 

      ・対象設備 

        電動式収納ステージ ＤＳ－１０スタンダード一式 

      ・点検項目 

本体、外部点検、組立接合部点検、車輪及びワイヤロープ部点検、減速機部点検、

スイッチボックス部点検、リミットスイッチ部及び警報用ブザーの点検、部品部材

の交換 

  （５）施設の巡回 

随時巡回を実施することとし、利用者の安全確保に資すること。 

 こどもの国北側臨時駐車場保安林についても、台風や大雪等の後には、随時巡回を行い、

倒木や折枝の撤去等、駐車場利用者の安全確保に努めること。 

 

 ８ ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の取扱い 

（１）指定管理者は、職員又は非医療従事者が常時使用できるようＡＥＤの管理を行うこと。 

※ ＡＥＤについて 

県は、施設利用者等が突然の心停止に陥った場合の救命活動が円滑に行われることを

目的としてＡＥＤを設置する。 

ＡＥＤとは、突然の心停止者の心臓のリズムを調べ、蘇生のための電気ショックが必

要かどうかを自動で判断し、電気ショックを与えることができる医療機器である。 

（２）指定管理者は次のとおり維持管理を行うこと。 

ア ＡＥＤを常時使用できるよう最低年１回定期点検すること。 

イ ＡＥＤを使用した後においては、次回以降使用できるか否か点検すること。 



 

 

（３）指定管理者は、ＡＥＤを使用するための講習会を受講した職員を常時１名以上配置する

こと。 

 

 ９ Ｊ－ＡＬＥＲＴ（全国瞬時警報システム）の取扱い 

（１）県は、緊急地震速報等を活用して施設利用者や職員の安全確保、地震被害等の軽減をす

ることを目的としてＪ－ＡＬＥＲＴを設置しており、指定管理者は、同システムが有効に活

用されるよう理解を深め、適切に管理運用し、施設利用者の安全確保に努めること。 

※ 全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）の概要 

緊急地震速報のほかに、津波警報、国民保護に関する情報などを館内に自動的に放送

するシステム 

（２）指定管理者は次のとおり維持管理を行うこと。 

ア 速報発表時にとるべき行動を緊急時の対応要領に盛り込み、従業員に対して周知に努

めること。Ｊ－ＡＬＥＲＴを常時使用できるよう最低年１回定期点検すること。 

イ Ｊ－ＡＬＥＲＴを利用した操作訓練や避難訓練等の実施に努めること。 

 

 １０ 施設及び設備の新規設置    

   指定管理者は、こどもの国の来園者へのサービス向上を図る目的で新規に施設及び設備を設

置することができる。設置する施設及び設備についての留意事項は次のとおりとする。現在の

自動販売機の設置状況については資料１４「自動販売機設置状況一覧」のとおりである。 

（１）施設及び設備の新規設置 

ア 設置計画書の提出 

既存の施設以外に施設及び設備を新たに設置する場合には、設置計画書を提出し、県

の承認を得なければならない。 

イ 留意事項 

（ア） 設置する施設及び設備は、指定期間終了後に簡易に撤去可能なものとすること。

したがって、大規模かつ恒久的な施設及び基礎を有する構造物については、原則と

して認めない。 

（イ） 児童厚生施設としてのこどもの国の理念に反するものでないこと。 

（ウ） こどもの国の利用者を対象とした施設であること。 

     （エ） 設置及び指定期間終了後の撤去に係る費用は、指定管理者の負担とすること。 

（オ） 遊具等の設備については、社団法人日本公園施設業協会作成の「遊具の安全に関

する基準」を満たし、こどもの国の設置目的に基づく自然に親しむものであること。 

    （２）自動販売機の設置 

ア 設置の報告 

施設内での自動販売機設置については、施設利用者の利便性の向上の一環として指定

管理者の業務範囲とするものであること。この場合においては、設置した自動販売機の

設置業者、販売物等を業務報告書に記載し、県に報告すること。 

イ 留意事項 

（ア） 追加設置に当たっては、施設の目的、防災面、施設機能等を考慮した上で、必

要最低限の台数を設置すること。 

（イ） 設置に当たっては、次の点を要件とすること。 

ａ 原則として、自動販売機に収納するものは飲食物とし、児童厚生施設としての

こどもの国の理念に反するものを販売することができない。 

ｂ アルコール類を含む飲料及びたばこ等児童厚生施設にふさわしくない物品の販

売を目的とする自動販売機の設置は認めない。 

（ウ） 自動販売機等の設置を他の業者へ再委託する場合は、あらかじめ事業計画書に

記載すること。 



 

 

（エ） （ウ）の再委託に当たっては、書面により契約を締結すること。この場合にお

いて、契約の終期は、指定管理者の管理の期間の終期を限度とすること。 

 

 

第４ イベント等業務に関する事項 

 １ 砂の工房及び木工工房の運営 

指定管理者は、砂の工房及び木工工房の管理運営を行わなければならない。 

工房においては、利用者が創作体験活動を行えるメニューを整備するとともに、専門的知識 

  を有し、技術指導を行える職員を各１名以上配置しなければならない。 

また、開園時間中、砂の工房及び木工工房は常時開設すること。 

なお、資料１５砂の工房メニュー・木工工房メニューを参考に、計画的に事業を実施するこ

と。 

 

 ２ レストラン及び売店の運営      

（１）レストランの運営について 

     指定管理者は、来園者へのサービス向上と施設の有効利用を図るため、既存のレストラ

ン施設を活用し、利用者へのサービスの提供を行うこと。運営は、指定管理者自身が実施

するほか専門業者に委託することができることとする。専門業者に委託した場合は、業者

名、販売物、契約内容等を業務報告書に記載し、県に報告すること。 

その他、運営に当たっては、次の点に留意すること。 

ア 日曜日及び土曜日、ゴールデンウィーク期間中並びに夏休み等小中学校の長期休暇期

間中は、原則として開設すること。 

イ レストランの運営に当たっては、食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）第５２条

第１項に基づく飲食業の営業許可を受けることとし、関係法令を遵守し、又は再委託業

者に遵守させること。 

（２）売店の運営について 

     指定管理者は、来園者へのサービス向上と施設の有効利用を図るため、既存の売店施設

を活用し、利用者へのサービスの提供を行うことができる。運営は、指定管理者自身が実

施するほか専門業者に委託することができることとする。専門業者に委託した場合は、業

者名、販売物、契約内容等を業務報告書に記載し、県に報告すること。 

また、室内改装のほか機械器具の設置等は、県の承認を受けてから実施することとし、

原則として指定管理者の負担とする。 

 

 

 ３ イベントの実施 

   日曜日、土曜日及び国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日、

ゴールデンウィーク期間中の平日、夏休み等小中学校の長期休暇中等にこどもの国及びその周

辺の環境を利用して行う鳥取砂丘周辺の自然保護と自然環境への関心を高める事業、幼児期の

子どもと家族とのふれあいの場を提供する事業等を実施し、こどもの国の利用促進を図ること。 

 （１）趣旨 

ア 学校週５日制の受け皿づくりとして、家の中に引きこもりがちな子どもたちに対して、

学び遊べる場を提供するとともに、親子が学び、ふれあえる催しを行う。 

イ 子どもが健やかに育成されるよう、子どもの素晴らしさ、子育ての楽しさが感じられる

契機として児童福祉週間（５月５日～１１日）の時期にイベントを開催する。 

 （２）実施時期 

   ア 児童福祉週間（５月５日～１１日） 



 

 

   イ 長期休暇期間中（春・夏・秋・冬休み） 

   ウ ゴールデンウィーク期間中の平日その他の連休 

   エ 日曜日、土曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日 

 （３）事業内容 

ア 自然とふれあう事業、創作・体験活動、親子が学びふれあう機会の提供等施設の趣旨に

適合したイベントを年間８０日以上実施すること。 

   イ その他、資料１６イベント実施状況を参考に、計画的に集客事業を実施すること。 

 （４）利用者の意見の把握及び対応 

    事業に対する利用者の意見を把握し、次年度の事業計画に反映させ、利用者の満足度を進 

めていくこと。 

 

 ４ その他自主事業 

指定管理者が自主事業を行う場合は、あらかじめ県の承認を得るものとする。 

自主事業が児童厚生施設としてのこどもの国の理念に反する場合は、承認しない場合もあり

うる。 

事業計画書において提案された自主事業は、指定期間開始前に個別に承認するほか、随時承

認申請を受け付ける。 

 

 

第５ その他 

 １ 備品 

※ 備品 

性質、形状を変えることなく長期間にわたって継続使用に耐える物品及び長期間にわ

たって保存しようとする物品のうち、取得価格が１０万円（図書にあっては１万円）以

上の物品。 

 （１）維持管理  

指定管理者は、施設の運営に支障を来さないよう、備品の維持管理を適切に行い、必

要な修繕は速やかに行うこと。 

（２）所有権の帰属                     

県が貸与した備品は県の所有に帰属し、指定管理者の判断により購入した備品は指定

管理者の所有に帰属するものであること。 

（３）県に帰属する備品の処分 

    指定管理者は、県の所有に帰属する備品が不用となった場合には、県に返還すること。 

 （４）備品台帳による整理 

（３）により備品の数量等に異動があった場合及び県が新たに備品を貸与した場合は、

県が提示した備品台帳により整理すること。 

 （５）県物品の貸付 

県は、資料１７「県貸付対象物品一覧」に記載する備品については、指定管理者へ無償で

貸し付け、県及び指定管理者で貸付契約を締結する。 

 

 ２ 行政財産等の目的外使用許可・許可申請等 

 （１）県が直接行う使用許可の範囲 

    指定管理者の業務範囲である利用許可以外の許可（行政財産の目的外使用許可）は、県が

その許可事務を直接行うため、該当申請があれば速やかに県に連絡すること。 

なお、管理施設の公有財産について、県が事業を行う上で必要と認めるものについては、

鳥取県公有財産規則（昭和３９年鳥取県規則第２７号）に基づき、指定管理者以外の者に使



 

 

用許可を行う場合がある。現在、県が行っている使用許可は資料１８「県行政財産使用許可

等一覧」のとおりである。 

 （２）県以外が所管する財産の使用許可申請等   

    こどもの国の管理運営に伴い、県以外が所管する財産を使用する場合の許可申請等は県が

行う。許可申請等を受けたものについては、その使用目的に供して利用することを条件に使

用することができる。現在、許可等を受けているものは、資料１８「県行政財産使用許可等

一覧」のとおりである。 

 

 ３ 修繕 

施設、設備及び備品（以下「施設等」という。）を適正な利用に供するよう日常的に保守点

検を行い、施設等の保全に努めること。 

また、施設等の損傷又は不具合を発見した場合は、施設等の安全性を確保するために必要な

応急措置を行うとともに、施設の修繕に係る経費のうち発注１件当たり２，５００千円未満の

修繕にあっては指定管理者の負担により行い、それ以外のものは県の負担により行うこと。 

修繕する内容については、指定管理者が修繕が必要と判断したもののほか、県が施設の管理

上必要と判断したものについても、指定管理者は県の指示により修繕を行うこと。 

※修繕とは、施設等の劣化若しくは損傷部分又は機器の性能若しくは機能を実用上支障のな 

い状態まで回復させることをいう。 

 

 ４ 広報 

（１）施設の広報活動等 

施設の広報活動及び情報提供のために、ホームページの更新や施設案内パンフレット作成

・配布等を行うこと。また、県及び市町村の広報媒体の活用、各集客施設相互の連携を図る

等の広報宣伝活動を行うこと。 

（２）Ｇｏｏｇｌｅ Ｍａｐ等の管理について 

各施設のホームページの管理にとどまらず、Ｇｏｏｇｌｅ Mａｐ等一般県民等が利用を

されることが想定されるツールについても最新情報となるように管理を行うこと。 

なお、情報編集のための権限については県から各施設に権限を付与するが、必要なアカウ

ント等は指定管理者が準備すること。 

 

 ５ 関係書類の整備 

   管理に当たっては、業務日誌、作業記録等の業務関係書類を作成し、指定期間終了後５年間

保管するものとする。 

 

６ 事故が発生した場合の報告及び公表 
（１）指定管理の施設、設備等に関する事故が発生し、公表を行う場合は、個人情報保護や警察

からの捜査上の要請、その他特別の事情がある場合を除き、原則として事故発生の情報につ
いて、できる限り速やかに実施すること。 

   なお、状況等により指定管理者が対応できない場合は、県の所管課が公表を行うことがあ
る。 

（２）指定管理者は、報告、公表について速やかな対応を行うため、非常時の連絡体制について、
上位者への連絡が困難な場合の対応なども含めて点検を行い、適切な体制を整備すること。 

（３）指定管理者は、事故等の発生時において、対応に疑義を生じた場合は速やかに所管課に報
告し、その指示を仰ぐこと。 

 

７ 緊急時の対応 

（１）指定管理者は、災害等緊急時の利用者の避難、誘導、安全確保、必要な通報等についての

対応マニュアルを作成し、緊急事態の発生時には適確に対応すること。 



 

 

（２）利用者、来場者の急な病気、けが等に対応できるよう、近隣の医療機関等と連携し、適確

に対応すること。 

（３）次のいずれかに該当する場合には、こどもの国の使用について県の指示に従わなければな

らない。 

ア 地震等の災害、武力攻撃事態等及び存立危機事態における我が国の平和と独立並びに国

及び国民の安全の確保に関する法律（平成１５年法律第７９号）第１条に規定する武力攻

撃事態等（以下「武力攻撃事態等」という。）、感染症のまん延その他これらに類する状

況への対処として、こどもの国を閉場し、又は、住民の避難、救援若しくは災害対応のた

めに使用する必要があると県が認めるとき。 

イ こどもの国について、武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律（平

成１６年法律第１１２号）第１４８条の規定により県が避難施設として指定をしようとす

るとき。 

ウ こどもの国について、鳥取市から、鳥取市地域防災計画に基づく住民の避難、救援又は

災害対応に要する施設としての指定に係る同意の申し出があったとき。 

（４）（３）の県の指示に従う場合において、管理費の取扱いその他必要な事項については、県

及び指定管理者が協議の上、決定する。 

（５）地震等の災害に関する警戒情報、武力攻撃事態等に関する警報等が発せられた場合等にお

いて、県民の安全の確保のためにこどもの国を閉場する必要があると県が認めるときは、速

やかに当該施設を閉場すること。 

 

 ８ 電力の調達 

管理施設における電力調達については、今後３年間の電気料金の支払金額の見込み（予定価

格）により、次のとおり対応するよう努めること。 

   ただし、予定価格が２０万円に満たない場合はこの限りではない。 

なお、この取扱いは、県の運用に準じて定めているものであり、一般競争入札の方法による

電力調達が可能な場合においては、当該方法によって電力調達を行うことを妨げるものではな

いこと。 

また、県内事業者への発注機会の増大や県産品の利用促進を図るため、電力調達の際は一般

競争入札の参加資格要件に県内事業者であることを設定したり、随意契約時に県内事業者か

らも見積りを取るなど、積極的な発注に取り組むこと。 

 

予定価格 電力調達の対応 

１６０万円超 現在の契約期間が終了するまでに自動更新契約を行うことな

く、一般電気事業者及び特定規模電気事業者を対象とした一般

競争入札の方法により電力調達の契約を締結する。 

１６０万円以下 随意契約の方法により契約できるが、原則として合い見積りの

方法により電力調達の契約を締結する。 

 

 ９ その他 

（１）こどもの国の園内は、全面禁煙であること。 

（２）駐車場における違法な駐車に関する見回りを行うこと。(毎日) 

    なお、違法な駐車が一定期間継続する場合は、県にその内容を報告すること。 

 

１０ 添付資料 

（１）  清掃業務仕様書（資料１１） 

（２）  消防点検設備一覧表（資料１２） 



 

 

（３）  空調設備・自動制御設備点検仕様書（資料１３） 

（４）  こどもの国自動販売機設置状況一覧（資料１４） 
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資料１１ 

「清掃業務仕様書」 

 

この仕様は、清掃業務の大要を示すものであり、本書に記載がなくても、発注者が美

観の保持又は建物の管理上必要と認めた軽微な作業は、契約金額の範囲内で指定管理者

はこれを行うものとする。 

 

１ 清掃業務範囲 

  清掃委託業務の対象建物及び区域は、様式２－２のとおりとする。ただし、管理上

の都合により、その一部を変更する場合がある。 

 

２ 清掃業務基準仕様 

（１）清掃業務概要 

ア 日常清掃 

１日単位の短い周期で日常的に行う清掃  

イ 定期清掃 

    週・月又は年単位の周期で定期的に行う清掃   

（２）清掃業務内容 

別紙２－１「清掃作業の留意点」に留意しながら業務を行うこと。ただし、著し

い汚れが生じた場合は、清掃が不十分な場合等発注者から特段の指示があった場合

は、清掃を実施するものとする。また、清掃場所ごとの清掃内容は応募者が提出す

る様式２－２「鳥取砂丘こどもの国清掃業務頻度表」において提案された内容のと

おりとする。 

（３）清掃業務時間  

清掃業務を行う時間に制限は定めないが、発注者と協議を行い、来園者並びに発

注者の業務への影響が最小限となるよう作業を行うこと。 

（４）使用材料 

  ア 清掃業務に使用する用具及び資材等は常に整理整頓に努め、人体に有害な薬品

等は厳重に管理を行うこと。 

  イ 清掃業務に使用する清掃用具、洗剤等の資材やトイレットペーパー類の衛生消

耗品等は、品質保証（JIS マーク商品等）のあるものを、指定管理者の負担で用

意すること。 

（５）清掃業務実施計画表及び清掃業務実施報告書 

指定管理者は、事前に１ヶ月毎の清掃業務実施計画表（以下「計画表」という。）

を作成して発注者の承認を得ること。 

業務終了後は、１ヶ月毎の清掃業務実施報告書（以下「報告書」という。）を発注

者に提出すること。また、トイレットペーパー、石鹸液、ゴミ袋については、毎月

の使用数量を報告書に記入すること。なお、計画表及び報告書の様式は任意とする。 

（６）ゴミ等の排出量報告 

指定管理者は、毎月の可燃ゴミ、不燃ゴミ、シュレッダーゴミ、古紙の排出量を

報告すること。 

 

３ 清掃業務にあたって留意すべき事項 

（１）清掃業務に関する法令等を遵守し、誠実、迅速かつ効果的に行うこと。 

（２）清掃業務箇所に応じ、適正な機械器具、材料等を使用し、施設等を損傷しないこ

と。 

（３）清掃業務実施に必要な人員を確保し、業務の疎漏、遅滞等がないようにすること。 

（４）建物、工作物、器具、備品等に損害を与えたとき、又はき損を発見したときは、

直ちに発注者に報告し、その指示を受けること。 

（５）じんあいを飛散させないこと。 

（６）火気には特に留意し、引火性物質は努めて使用しないこと。 

（７）不衛生な処置をとらないこと。 



 
 

別紙２－１ 

清掃業務の留意点 

 

清掃作業は手作業に代わる作業方法での実施が可能であれば、その方法も可とする。 

 

１ 日常清掃 

作 業 項 目 作 業 の 留 意 点 

１ 掃き掃除・掃除機

掛け 

・掃き拭き掃除は、床仕上げに応じた適切な方法により埃、ご

み、汚れがないようにすること。 

・事務室などほこりのたちやすいところは、防止策を考慮し、

又は備品で容易に移動できる物は移動して入念に作業を実施

すること。 

２ 灰皿・屑籠処理 ・茶殻、たばこの吸殻等の日常的なごみは、廃棄し、容器（ご

み箱は除く。）は水洗いをすること。 

・館内に紙くず屑又は空缶が散乱していることがないよう適宜

清掃撤去すること。 

３ 床タイル水洗い ・タイル等は掃き掃除の後、水拭きをすること。 

・入口の備付マットは泥、塵等を取除き、水洗いし、乾燥後備

付けること。 

 

４ 机等雑巾拭 ・扉・壁は内部、外部とも汚れがない状態に保つこと。 

・手すりは水拭き又は適正洗剤を用いて拭くこと。 

・扉、壁、パネル等の汚れた部分は、石鹸水を使用し入念に拭

取ること。 

・出入口の握手、引手、階段の手摺り、蝶番の類で汚れが目立

つ金具は入念に磨きつや出しをすること。 

・玄関等の人目につきやすいガラス戸は随時清掃すること。 

・机、カウンター、黒板（移動式黒板も含む）、窓枠等はすす払

いの後、水拭きをすること。 

・天井等のくもの巣等が目立つときは掃除すること。 

５ 衛生器具洗浄 ・衛生陶器類は適切な方法により見た目に清潔な状態に保つこ

と。また、臭いが滞留しないよう配慮すること。 

・便器、洗面機、流し類等は入念に水洗いの上、水拭きをする

こと。 

・湯沸台、流し等は、実情に応じて水洗い又は雑巾拭きをする

こと。 

６ 石鹼補充・鏡磨き ・洗面台は水垢の付着や汚れがない状態に保つこと。鏡はシミ、

汚れがない状態に保つこと。 

・トイレットペーパー等の衛生消耗品は常に補充されている状

態とすること。 

７ 汚物入れ清掃・整

理 

・便所の汚物入れ等は、汚物を捨て容器の内外を水洗いをする

こと。 

 

２ 定期清掃 

作 業 項 目 作 業 の 留 意 点 

１ ワックス掛 ・埃、シミ、汚れがない状態に保ち、ワックスがけを実施する

こと。 

・タイルは、ゴミを撤去し、洗浄により汚れを落とした後、適

正な基準量をもってワックスを塗布すること。   

・フローリングについては、床に付着している汚れを落とし、

適正な基準量をもってコーティングオイル及びワックスを塗

２ 長尺シート床面 

洗浄ワックス 



 
 

布すること。 

３ カーペットクリ

ーニング 

・カーペットタイルに応じた適切な方法により埃、シミ、汚れ

がない状態に保つこと。 

４ 拭き掃除・掃除

機掛け 

・清掃箇所に応じた方法及び適正洗剤を用いて拭き掃除するこ

と。ほこりのたちやすいところは、防止策を考慮し、又は移

動できる備品等は移動して入念に作業を実施すること。 

・備品等で分解のできるものは分解し、石鹸水で汚れを落とし

乾布で拭くこと。 

５ ガラスクリーニ

ング 

・ガラス清掃は、ガラスの両面の汚れを落とし、水切りをして

拭くこと。 

６ 金物類磨き ・出入り口の握手、引き手、手すり、ちょうつがいの類で見え

る金具は、適当な材料をもって磨きつや出しをすること。 

７ 照明器具、空調

ダクト、天井の

塵払い 

・照明器具類で取外しのできるものは取外し、石鹸水で汚れを

落とし乾布で拭くこと。 

・天井、壁、窓、照明器具、換気扇、時計、配管類、ブライン

ド等日常清掃ができない箇所について、埃、汚れがないよう

にすること。 

 

 



１　外観・機能点検
種　　　類 備　　　　考

貯水槽種別・・地下
水量・・有効２．４㎥
給水装置・・ボールタップ方式

加圧送水装置（ポンプ方式）

・　電動機の制御装置 周囲の状況・・管理棟倉庫消火ポンプ室
外形・・ユニット型
電圧計・・２００Ｖ
開閉器、スイッチ類・・３０Ａ
ヒューズ類・・３Ａ

・　起動装置 直接操作部
　周囲の状況・・ポンプ室
　外形・・押ボタン
遠隔起動部
　周囲の状況・・消火栓箱内
　外形・・リミットスイッチ

・　電動機 回転軸・・３４７０ｒｐｍ
軸受部・・直入
機能・・出力３．７ｋｗ

・　ポンプ 外形・・40φ×150ℓ/min×66m×3.7kw
回転軸・・3600rpm
軸受部・・直入
性能・・0.68Mpa 150ℓ/min

・　呼水装置 呼水槽・・100ℓ
自動給水装置・・ボールタップ方式
減水警報装置・・フロートスイッチ

・　性能試験装置

管・管継手・・ＳＧＰ－Ｖ３２，４０

ホース・ノズル
　外形・・易操作性2号消火栓
         　鑑栓第　63-12-27号
表示灯・・兼用

周囲の状況・・多目的ホール２階発電機室
区画等・・キュービクル式
換気・・機械
照明・・蛍光灯40W　２灯用×２
標識・・発電機室

原動機、発電機・・４２kVA

開閉器・・ＭＣＣＢ　２２５Ａ
ヒューズ類・・３Ａ

周波数計、電流・電圧計

外形・・角型
燃料貯蔵量・・軽油40ℓ

資料１２　「消防点検設備一覧表」

点検項目

屋内消火栓設備 水源

配管等

屋内消火栓箱等

運転性能

非常電源（自家発電設備） 設置状況

表示

自家発電装置

始動装置

制御装置

保護装置

計器類

燃料容器等

冷却水タンク

排気筒

配管

結線接続

接地

始動性能

停止性能

耐震措置

予備品等



種　　　類 備　　　　考

外形・・ニッカド　鑑予第54-14号
表示・・0.45AH　24V　1999年
端子電圧・・27V

周囲の状況・・管理棟事務室
外形・・壁掛型　Ｐ型１級
警戒区域の表示装置・・18/20回線
電圧計・・モニターランプ
ヒューズ類・・ミゼットヒューズ　3A
接地・・Ｄ種接地工事
附属装置
　・・連動機器　誘導灯信号装置、非常放送、自動ドア

熱感知器・・差動式（スポット型）５１個
　　　　　　　 定温式（スポット型）２８個
煙感知器・・煙式（スポット型・光電式・非蓄積）１８個

１２個
外形・・Ｐ型１級
表示灯・・ＡＣ 24V

２個
外形・・ＤＣ 24V
鳴動方式・・一斉

外形・・ニッカド　20-F6.0　KR-R
表示・・6.0AH×6　24V
端子電圧・・モニター

起動装置
周囲の状況・・管理棟事務室
外形・・自立型

増幅器等

スピーカー 鳴動方式・・一斉

表示灯

装置設置場所・設置様式・数量
　管理棟・・設置様式 ６連窓、数量 ２個
　そうぞう館・・設置様式 ６連窓、数量 １個
　多目的ホール・・設置様式 ４連窓、数量 ２個
　木工工房・・設置様式  ４連窓、数量 １個
　砂の工房・・設置様式　４連窓、数量 １個

天井排煙窓

外形・・ニッカド
表示・・0.225AH　24V
端子電圧・・モニター

周囲の状況・・砂の工房原材料置場分電盤内
外形・・壁掛型
警戒区域の表示装置・・１回線
電圧計・・モニター
ヒューズ類・・１Ａ
連動機器起動方式・・専用感知器

熱感知器・・定温式（スポット型）
煙感知器・・煙式（スポット型・光電式）

防火シャッター・・１面

ガス漏れ火災警報設備 厨房内　２台

設置数・・２３個

排煙設備 手動式起動装置

排煙出口

点検項目

自動火災報知設備 予備電源・非常電源（内蔵型）

受信器

感知器

発信機

音響装置

蓄積機能

非常警報器具及び設備点検 非常電源

放送設備

防火設備 予備電源・非常電源（内蔵型）

受信機

感知器

起動装置

連動機器

ガス漏れ検知器

消火器具 設置状況

表示・標識

消火器の外形

消火器の内部等機能



種　　　類 備　　　　考

２　総合点検
種　　　類 備　　　　考

非常電源（自家発電） １００ＭΩ

点検項目

誘導灯及び誘導標識 誘導灯 管理棟　誘導灯信号あり
　避難口（中）　２
　避難口（高輝度２０Ｂキセノン）
　避難口（２０Ｂ）
そうぞう館　誘導灯信号装置あり
　避難口（中）
　避難口（高輝度２０Ｂキセノン）
多目的ホール　誘導灯信号装置あり
　避難口（中）　１
　避難口（高輝度２０Ｂキセノン）　４
　避難口（２０Ｂ）　２
砂の工房　誘導灯信号装置あり
　避難口（高輝度２０Ｂキセノン）
木工工房　誘導灯信号装置あり
　避難口（高輝度２０Ｂキセノン）
レストラン　誘導灯信号装置あり
　避難口（高輝度２０Ｂキセノン）
ログハウス
　誘導標識（中）　３
　誘導標識（小）　１

誘導標識

非常警報器具及び設備 音響装置・スピーカーの音圧

総合作動

点検項目

屋内消火栓設備 起動性能等

放水圧力

放水量

絶縁抵抗

自動火災報知設備 同時作動

煙感知器等の感度

地区音響装置の音圧

総合作動

防火設備 同時作動

煙感知器等の感度

総合作動

ガス漏れ火災警報設備 同時作動

検地区域警報装置

総合作動



機器名称 仕様 数量 設置場所 点検回数

吸収式冷温水発生器 電動機 １台 機械室（多目的ホール） 2
冷却塔 送風機 １台 屋外 2
冷却水ポンプ １台 機械室（多目的ホール） 2
冷温水ポンプ ２台 機械室（多目的ホール） 2
給油ポンプ １台 機械室（多目的ホール） 2
地下オイルタンク １台 屋外 1
オイルサービスタンク １台 機械室（多目的ホール） 1
開放式膨張タンク １台 機械室（多目的ホール） 2
空気調和機 送風機 １台 機械室（多目的ホール） 2

ビルマルチ室外機
（送風機・圧縮機）

７台
（各１台）

屋外（楽屋系統）
屋外（多目的スペース系統）
屋外（管理棟系統）
屋外（木工工房系統）
屋外（砂工房系統）
屋外（情報棟系統）
屋外（レストラン系統）

2

１７台
（各１台） 楽屋（１）、楽屋（２）、静養室

館長室、ボランティア室
会議室、準備室３、倉庫
準備室２

（各２台） 廊下、事務室、準備室１、厨房

スポット型エアコン 送風機・圧縮機 １台 厨房 2
ルームエアコン 送風機・圧縮機 １台 券売所 2

資料１３「空調設備・自動制御設備点検機器」一覧表

パッケージエアコン

2



設　置　場　所 台　数

資料１４「こどもの動販売機設置状況一覧」

規　　　　　　　　格 摘要（販売物、設置業者）

管理棟

富士電機Y3NC24FAIHZ
１台

ジュース缶用

定格消費電力　２１０／２０９W 鳥取ヤクルト販売(株)

富士電機F-P24SHPAP
１台

ブリック飲料用　

定格消費電力　２０８／２０７W ネオス(株)

来客用駐車場トイレ付近

富士電機F4ARU3036AB1P3-CA
１台

ジュース缶用

定格消費電力　５１０／５１０W コカコーラボトラーズジャパン(株)

Panasonic　N-LTP1742VHPJRK
１台

ジュース缶用

富士電機ST17GPB-NK
１台

アイスクリーム用

定格消費電力　４８０／４８５W えびす本郷（株）

富士電機F8ARU3036AB1P3F
１台

ジュース缶用

定格消費電力　４９０／４９０W

定格消費電力　６５５／６５５W ネオス(株)

木工工房横
（木製塔遊具側）

(株)クボタBK1742SB
１台

ジュース缶用

定格消費電力　４４５／４４５W (株)戸信

富士電機ST18GA
１台

木工工房横
（こども広場側）

Panasonic   N5ARU3036AB1P3
１台

ジュース缶用

定格消費電力　４９０／４９０W コカコーラボトラーズジャパン(株)

アイスクリーム用

定格消費電力　７０１／７１１W えびす本郷(株)

Panasonic  N-LTP1742VHPJRK
１台

ジュース缶用

定格消費電力　６５５／６５５W ネオス(株)

遊園管理事務所前
富士電機　D-07WP36S36-FHP

１台
ジュース缶用

定格消費電力　７００／７００W ダイドーウエストペンディング（株）

サイクルモノレール出口
付近

富士電機F-LTP8636HPLAPHB
１台

ジュース缶用

定格消費電力　２１３／２１３W ネオス(株)

ぼうけん広場下
富士電機　WFH1436STB

１台
ジュース缶用

定格消費電力　２０５/２０４W （株）戸信

管理棟

ガチャマシン機

２台
玩具（カプセル）
(株)テイクオフ

（３１０×２３０×１１９０）

（２６０×４４０×１２３０）

遊園東屋横

１台
ブリック飲料用

えびす本郷（株）

サンデンPMB-CH24AD-V-M22

定格消費電力　４００／３７０W

コカコーラボトラーズジャパン(株)

キャラクター公園横
富士電機F-X30P4-HPAPER

１台
ジュース缶用

定格消費電力　５１３/５４３W （株）伊藤園
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品名 銘柄・規格・製造番号 数量 取得価格 単価
６人生徒ロッカーダイヤル ９３３５ＥＪＺ１３ 1 61,740 61,740
９人生徒ロッカーダイヤル ９３３５ＧＪＺ１３ 3 234,360 78,120
エアコン ナショナル２８３ＶＢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 92,400 92,400
エアコンプレッサー リョービ　ＡＣＰー９５０Ｈ 1 86,625 86,625
エンジンブロワ コマツゼノア　ＥＢＺ４８００ 1 57,750 57,750
おもしろ自転車 ムーン・カート 2 171,360 85,680

おもしろ自転車
フレームスチール製　ＦＲＰボデイー
エアー入

1 147,945 147,945

カウンター 　 1 468,300 468,300
カウンター 　 1 364,350 364,350
カウンター 　 1 330,750 330,750
ガラス工芸電気炉 ２３３７－３８１ＦＰ－１４型 1 253,050 253,050
ゴールセット 　 1 499,590 499,590
システムブロック ひかりのくに　Ｔ５５０ 1 238,035 238,035
スライドボード ＢＢ－Ｗ２６３ＴＮ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 101,850 101,850
スライドマルノコ マキタ　ＬＳ１０１４ 1 87,675 87,675

ソフトブロックパーテーション（１
８０センチ）

ひかりのくに　Ｗ－９４３２０ 2 119,700 59,850

つい立 １，５３０×５８０×（Ｈ）１，６７３ 11 924,000 84,000
ニュ－イベントテント 中津テント 3 570,150 190,050
バーナーワーク用バーナー 　 4 280,560 70,140
パウチ（Ａ３対応） 　 1 115,500 115,500

バッテリーカー
バンダイナムコゲームス　きかんしゃ
トーマス（なかよしトーマス

1 775,950 775,950

バッテリーカー Ｆ－１フェラーリ 2 918,750 459,375

バッテリーカー
（株）エーツーレジャー　働く車シリーズ
（２人乗り）消防車

1 430,500 430,500

バッテリ－カ－ いぬのおまわりさん 1 316,575 316,575

バッテリ－カー
バンダイナムコゲームス　ばいきんま
ん

1 775,950 775,950

バッテリ－カー ひこうきくん 1 559,650 559,650
パレットラック ６１２３ＣＢＺ２８０ 1 60,270 60,270
パレットラック ６１４３ＬＤＺ２８０ 1 92,190 92,190
パレットラック ６１４３ＬＱＺ２８０ 1 72,660 72,660
パレットラック ６１２３ＧＢＺ２８０ 1 61,110 61,110
ビデオプロジェクター 　 1 2,362,500 2,362,500
フリッツハンセンＢ－Ｔａｂｌｅ ヤマギワＢ４１３Ｗ 6 982,800 163,800
ベンチ コトブキＥＸ－１３３６０Ｔ 11 1,494,570 135,870
ホワイトボード １，８００×５８０×（Ｈ）１，９５０　　　　　　　　　　　　2 210,000 105,000
マット 藤栄システムマット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 489,772 489,772

ループ椅子セット
角スツール４アールスツール４外アー
ルイス６アールコーナー２イ

1 576,345 576,345

ろくろ台 　 1 338,100 338,100
椅子 ＣＲ－Ｇ６８５Ｆ６Ｋ－ＷＮ 1 68,250 68,250
椅子 ＣＸ－３６ＺＲ－ＦＤ７３ 1 50,400 50,400
移動作業台 １，８００×６００×（Ｈ）１，０５０ 2 420,000 210,000
移動作業台 １，２００×６００×（Ｈ）１，０５０ 1 199,500 199,500
演台 ４３０３ＡＡＭＣ４２ 1 54,705 54,705
応接ソファー ＣＥ－３３２ＫＮ 1 65,100 65,100
屋外音響機器（スピーカー） パナソニックＷＳ－Ｘ７７ 2 165,900 82,950
屋外用音響機器 　 1 439,950 439,950

資料１７「県貸付対象物品一覧」



品名 銘柄・規格・製造番号 数量 取得価格 単価
可動収納棚 Ｒ０７３ＡＢＺ２６９ 1 263,025 263,025
絵具用自動乳鉢 　 1 207,900 207,900
掲示板 　 1 57,225 57,225
掲示板（コルク面） Ｗ＝４，２５０Ｈ＝１，２００ 1 173,775 173,775
砂の工房作業台 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8 1,050,000 131,250
糸のこ盤 ユタカユニバ－サルＹＳＣ５００Ｆ 1 95,550 95,550
糸鋸盤 ユタカＹＳＣ－５００Ｆ 2 188,580 94,290
糸鋸盤 リョービＴＦＥ－５５０Ａ 2 113,400 56,700
自動体外式除細動器（ＡＥＤ） ハートスタートＨＳ１ 1 252,000 252,000
集会用テント ミズノ１９２Ａ９８８８ 3 431,550 143,850
除雪機 　 1 837,900 837,900
小型カクノミ マキタ７３００Ｓ 1 53,970 53,970

水槽付消防ポンプ自動車（展示
用）

ＫＣ－ＦＤ１ＪＥＢＡ改 1 250,000 250,000

炊事用具棚 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 354,900 354,900
清掃用具付き収納棚 ３，７２０×３７０×（Ｈ）１，８００ 1 357,000 357,000
多目的ホール靴入れ 　 1 273,000 273,000

多目的ホール靴入れ（消火栓Ｂ
ＯＸ）

　 1 262,500 262,500

台車式電気炉 ＧＲＬ－４０型 1 2,835,000 2,835,000
卓上型サンドブラスト ＲＢ２－８００型 1 220,500 220,500
卓上糸鋸機械 ユタカＹＳＣ－５００Ｆ 2 188,580 94,290
電動ロクロ 　 1 81,900 81,900
電動木彫機 ２３５２－４０３Ｓ－５３ＬＤ 1 82,950 82,950
電話機 Ｐ－テレホン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 119,070 119,070

変形自転車
オートクラフト・ＩＺＵ　スパイダーサイク
ル

1 143,010 143,010

変形自転車 オートクラフト・ＩＺＵ　かえるサイクル 1 159,075 159,075
変形自転車 ヒップホッパー 1 167,475 167,475
変形自転車 てんとう虫 1 194,250 194,250

放送機器一式
パワーアンプ，マイクロホン，スピー
カー

1 125,790 125,790

木工作業台 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5 997,500 199,500
木工用整理棚 ２３５３－１５１ＷＦＢ－１１０ 2 243,600 121,800
両開き書棚 ＭＧ－１０９ＢＮ 1 82,530 82,530
両袖机 ＳＤ－ＢＳ１４７Ｄ３３Ｆ１１ＮＮ 2 130,200 65,100
両袖机 ＭＧ－１０９ＤＩＮ 1 86,100 86,100
バッテリーカー 救急車 1 529,368 529,368

バッテリーカー（Ｆ１フォーミュ
ラー）

Ｌ１５７０ｍｍＷ８４０ｍｍ７４０ｍｍ（ブ
ルー）

1 749,196 749,196

バッテリーカー（Ｆ１フォーミュ
ラー）

Ｌ１５７０ｍｍＷ８４０ｍｍ７４０ｍｍ（イエ
ロー）

1 749,196 749,196

バッテリーカー なかよしドライブアンパンマン号 1 791,640 791,640
バッテリーカー なかよしドライブドキンちゃん号 1 791,640 791,640
スライドマルノコ マキタ　LS１０１４ 1 89,640 89,640
コインロッカー ＴＨ２－４ＤＲ 2 241,920 120,960
ピクニックテーブル ＥＸ－１７０１０ＷＭ 4 1,028,160 257,040
授乳スペース コクヨインテグレ－テッドパネル等 1 678,240 678,240

緞帳（片開き）
シンコールプリマＧ
ＴＡ－１５４０　１３巾

1 125,550 125,550

緞帳（両開き）
シンコールプリマＧ
ＴＡ－１５３６　１３巾

1 251,100 251,100



品名 銘柄・規格・製造番号 数量 取得価格 単価

除雪機
本田技研工業株式会社
ＨＳＬ２５１１（Ｊ）

1 1,344,600 1,344,600

電話設備
株式会社日立情報通信エンジニアリン
グ　ＭＸ－０１：１式

1 1,047,600 1,047,600

券売機
芝浦自販機株式会社
ＫＢ－１７２ＮＮＳ

1 648,000 648,000

風速計
アズワン　６０３６－Ａ０
アネモマスタープロ

1 163,080 163,080

ボールプール

底面　直径3200mm
        厚さ200mm
側面 高さ600mm
        厚さ300mm

1 1,998,000 1,998,000

小型硬貨選別機 GLORY　SU－２００P 1 351,000 351,000
バッテリーカー サイドカー　白バイ 1 810,000 810,000
変形自転車 クマノミ 1 229,500 229,500

水の遊び場
ロッカー

３列×６ 1 220,320 220,320

ガステーブル
MARUZEN
MGT-０９６DS

1 106,920 106,920

冷凍冷蔵庫 福島工業（株）ＡＲＤ－１２２ＰＭ 1 270,000 270,000

テーブル型冷蔵庫
ホシザキ中国（株）ＲＴ－１２０ＳＤＧ－
ＭＬ

1 148,716 148,716

電気ウォーマーテーブル
タニコー　ＴＥＷ－１５０Ａ（キャビネットタ
イプ・ホテルパン１／１サイズ４つ縦向
き横並び、高さ８５０ｍｍの特注）

1 327,240 327,240

バッテリーカー サイドカー　ナナハン 1 810,000 810,000

ブラインド
立川ブラインド　シルキーシェーデイア
クアRDS25mm　遮熱コート　（付属品）
あぶりどめ19セット

1 415,800 415,800

ウォータークーラー SD P205A 1 275,000 275,000
非常用発電機起動用蓄電池 1 187,000 187,000

掲示板
株式会社馬印　大型ツーウェイ掲示板
コルク柄

1 415,800 415,800

集塵機 マキタUB300SP 1 978,560 978,560
デジタルサイネージ 東和プロネッツ　NSDS６５S－OS 1 1,078,000 1,078,000
台車式電気炉 GRL－４０型 1 4,880,700 4,880,700
変形自転車 ツインウサギ（ノーマルタイヤ） 1 297,000 297,000
変形自転車 バディ　ホワイト 1 93,000 93,000
変形自転車 SLサイクル（ノーマルタイヤ） 1 204,600 204,600
バッテリーカー F1フォーミュラワン（青） 1 1,100,000 1,100,000
バッテリーカー F1フォーミュラワン（赤） 1 1,100,000 1,100,000

合計 　 175 53,793,078 45,697,053



（１）県が許可を行っているもの
　 財産の名称 所在地 種別・構造 使用者 使用目的 面積 使用期間

旧砂丘博物館敷地
（鳥取砂丘こどもの国
北側臨時駐車場）

鳥取市浜坂１３９０－４３６ 土地（宅地）

中国電力ネット
ワーク（株）鳥
取ネットワーク
センター

電力供給のための配電線施
設

支線　１条
令和３年４月１日から
令和８年３月３１日まで
（期間終了後更新予定）

旧砂丘博物館敷地
（鳥取砂丘こどもの国
北側臨時駐車場）

鳥取市浜坂１３９０－４３６ 土地（宅地）
西日本電信電
話（株）鳥取支
店

電力供給のための配電線施
設

１．２１㎡
令和４年１０月１日から
令和９年９月３０日まで
（期間終了後更新予定）

鳥取砂丘こどもの国 鳥取市浜坂１３９０－２４５の一部 土地
楽天モバイル
（株）基地局設
置統括本部

携帯電話用無線基地局の設
置

支柱　１条
令和３年４月１日から
令和８年３月３１日まで
（期間終了後更新予定）

鳥取砂丘こどもの国
土地

鳥取市浜坂１３９０－２４５の一部 山林
国民宿舎
ニュー砂丘荘

国民宿舎ニュー砂丘荘の案内
看板、照明灯及び各種埋設管
類の設置

１８５㎡
令和５年４月１日から
令和６年３月３１日まで
（期間終了後更新予定）

（２）県が使用許可等を受けているもの

　 財産の名称 所在地 種別・構造 財産所管者 使用目的 面積 使用期間

鳥取砂丘こどもの国
進入路取付正面道路
敷

鳥取市浜坂字柳茶屋１１５７－１１５
の一部

園地 鳥取市
鳥取砂丘こどもの国までの進
入路

１，４４６．８０㎡
令和４年９月１日から
令和９年３月３１日まで
（期間終了後更新予定）

鳥取砂丘こどもの国
取付道路敷

鳥取市浜坂字柳茶屋１１５７－１３３
の一部

山林 鳥取市
こどもの国までの取付道路敷
地

２１.５０㎡
令和４年９月１日から
令和９年３月３１日まで
（期間終了後更新予定）

遊歩道
鳥取市浜坂字東浜１３９０－２４２の
一部及び１３９０－２４６

土地（公園） 鳥取市

国民宿舎砂丘送入口の鳥取
市道付近から、こどもの国駐
車場まで通じる遊歩道とする
ため

２，３０５．４９㎡
令和５年４月１日から
令和１０年３月３１日まで
（期間終了後更新予定）

資料１８「県行政財産使用許可等一覧」


